
私が見ていて、あなたが成長したなぁーと思ったことは、授業
でよく手を挙げることができていることです。また、積極的に
わからないところを聞いてくれることです。そのことによって、
私の解き方を自分自身でさらに知ることができるようになり、
とてもうれしいです。あなたのよさは、しっかりと授業をわか
ろうとしているところです。これからもその長所を伸ばして
いってね。                    生 徒 

「大きくなったね」 
 さんぽをしていると、きんじょのおばあちゃんが「○○さん
の子かい？」とはなしかけてきます。いつも「大きくなった
ね」といってきます。大きくなったかな？とおもいました。い
つもみてくれてありがとう。            児 童 

「事故にあったらみんなが悲しむんだよ！」 
 ある日の登校日のこと、2年生男児が集団登校の列を離れて、
車道に大きく、はみだしました。それを見た登校班長が注意。
「あぶないでしょう！○○さんが事故にあったら○○さんが痛
いだけでなく、クラスの友達も、お家の人も、まわりの人も、
みんなが悲しむんだよ。ルールを守ろうね。」と。見守り隊を
やっていてとても感激した言葉でした。叱るだけでなく諭すこ
とも大切ですね。                地域の方 

「ともだちをほおっておくわけないでしょ。」 
 けん道でぼくが泣いたとき、ともだちが「だいじょうぶ？」
と言ってくれました。けどぼくは「ほっといて」と言いました。
そしたらともだちが「ともだちをほおっておくわけないで
しょ。」と言ってくれました。とてもうれしかったです。 
                         児 童 

「みんなちがってみんないい」 
 この言葉は金子みすゞさんの「私と小鳥と鈴と」の作品の中
の言葉です。ぼくが、友達や兄達とけんかしたときに、よくお
母さんに言われた言葉です。自分と同じ人間は一人もいないか
らみんな意見がちがうし、その一人はこの世で一人しかいなく
てみんなだれかの大切な人だとお母さんに教えてもらいました。 
                         児 童 
 

「ありがとう」 
 私は、「ありがとう」という言葉が大好きです。たとえば、
私がものを拾ったとき小さなことでも「ありがとう」と言われ
ると自分も相手もうれしい気持ちになると思います。それから
私は、相手が何かしらしてくれたときにもすなおに「ありがと
う」と言えるようになりました。私は、これからも相手がいや
がることをするのではなく、プラスになることをしたり、みん
ながうれしくなるような言葉がけをして、クラスや全校があた
たかくなるような行動をしたいです。        児 童 

「お願いします、ありがとうございました。」 
 足近小学校の子ども達がコミュニティセンターの部屋を利用
する時、必ず入ってくる時に大きな声で「お願いします」と一
人一人挨拶をしてくれます。帰る時も「ありがとうございまし
た」としっかり言って頭を下げてくれます。脱いだ靴もきちん
と一列に並べられ、子ども達の礼儀正しさにいつも感心してお
ります。                    地域の方 

「わたしもしてもらってたから」 
 ある日、娘の下校時間がいつもより少し遅かった。帰宅した
娘に「今日遅かったよ！！何かあったの？」と尋ねたら、どう
やら自分が家に着いたら1年生の子が一人になってしまうから
家まで送って来たらしい。その時、娘が「わたしも（1年生の
時に）してもらってたから。」とひと言。上級生から受けた優
しさを当たり前のように下級生にしている姿を見て、通学班の
良さを改めて感じました。             保護者 「お前がゆうせん」 

 下校中にあともうすこしで家につくときに、ぼくはこけてし
まいました。そのときにお兄ちゃんがおぶって家まではこんで
くれました。そのときにランドセルをおいたままいったので、
ぼくが「ランドセルは？」ときくと「お前がゆうせん」といっ
てくれました。                  児 童 「おかえり～お疲れさま！」 

 私の通学路には夕方、畑仕事をするおじいさんがいます。お
じいさんは家族でも親せきでもありません。でも、私が帰り道
「こんにちは」というといつも「おかえり、おつかれさま」と
こちらを向いて明るく返してくださいます。「おかえり、おつ
かれさま」は家族が言うものだと勝手に思っていたけど、たっ
た一言がこんなに人を温かくし、つながりを深めることを知り
ました。「おかえり」は、素晴らしい言葉だと見にしみて感じ
ました。                     生 徒 

「我慢しなくていいんだよ」 
 私が悩んでいた時期がありました。でも誰かに素直に相談し
にくくて、迷っていたら「どうしたの？だいじょうぶ？」と友
達が聞いてきてくれました。それだけでもうれしくて涙がでそ
うになりましたが、話したら、泣いてしまいそうで「ううん、
大丈夫。」と。慌てて笑顔で言いました。でもその子は「大丈
夫じゃないでしょ、我慢しなくていいんだよ。」と私に言った
のです。笑顔をつくったのにその子にはばれてしまうんだなと
思いました。その言葉で、今まで我慢していたものがあふれだ
しました。本当にいい友達をもつことができてよかったと思い
ました。                     生 徒 
 

「私も見習いたい」 
 学校でクラスの仲間の良さを見つけることがありました。そ
の時に、仲間から言われた言葉です。私は班長として2分前着
席や移動教室の呼びかけをしました。班長は仕事が多く、とて
もたいへんです。正直やりたくないとかめんどくさいというマ
イナスな気持ちになるときもあるけれど「○○さんってすごい
ね！私も見習いたい」と仲間から言われた時、私は「あぁ、
やってよかったな」と心があたたかくなりました。うれしいな、
またがんばろうと前向きな気持ちになりました。なので、私は
今日も班長としてがんばります。          生 徒 
 


